
2024年4月15日発行（毎月1回15日発行）第78巻4号　ISSN 1342-5226

2024
April

4
2
0
2
4
年
4
月

2
0
2
4
年
4
月
15
日
発
行

　第
78
巻
4
号

　

 

● 

発
行

　健
康
保
険
組
合
連
合
会

　〒
1
0
7

－

0
0
5
2 

東
京
都
港
区
赤
坂
8

－

5

－

26（
住
友
不
動
産
青
山
ビ
ル
西
館
内
）

 

●
2
0
2
4
年
度
診
療
報
酬
改
定

 

定
価  

７
９
２
円（
税
込
み
）

 2024年度診療報酬改定
 全体底上げでコスト担保 メリハリで機能を最適化
 健康保険組合連合会 政策部 医療・診療報酬グループ

 大局大説
 行動経済学とナッジは健康増進・疾病予防と
 医療費適正化の救世主となりうるか？
 福田 吉治
 杉本 九実

 特別寄稿
 非医療的サービスで患者をサポートする英国の社会的処方
 ―コロナ医療崩壊を経て家庭医療とDXを一段と加速
 　研究調査団の成果踏まえ日本への教訓を探る
 大林 尚

 　新連載
 保健事業お悩み解決ラボ～現場で役立つヒント～
 後藤 英子

特 集



  3 健康保険■ 2024.4

護
保
険
制
度
が
2
0
0
0
年

4
月
に
ス
タ
ー
ト
し
て
24
年

が
経
過
し
た
が
、国
民
生
活
を
支
え
る

不
可
欠
の
制
度
と
し
て
定
着
し
、介
護

サ
ー
ビ
ス
の
利
用
者
は
2
0
0
0
年

4
月
の
1
4
9
万
人
か
ら
2
0
2
3

年
12
月
の
6
1
4
万
人
へ
と
約
4
・
1

倍
に
な
り
、介
護
サ
ー
ビ
ス
費
総
額
は

2
0
0
0
年
度
の
3
・
6
兆
円
か
ら

2
0
2
2
年
度
の
13
・
3
兆
円（
推
計
）

へ
と
経
済
成
長
率
を
大
き
く
上
回
っ
て

増
加
し
、65
歳
以
上
の
第
1
号
被
保
険

者
の
保
険
料
も
月
額
平
均
2
9
1
1

円
か
ら
6
0
1
4
円（
基
準
額
の
全
国

加
重
平
均
）へ
と
増
大
し
た
。

　

本
年
4
月
か
ら
介
護
保
険
は
第
9

期
の
財
政
運
営
に
入
っ
た
。介
護
保

険
制
度
内
で
の
所
得
再
分
配
機
能
の

強
化
、介
護
サ
ー
ビ
ス
従
事
者
の
処
遇

改
善
と
い
っ
た
こ
と
も
踏
ま
え
て
介

護
報
酬
の
改
定
が
行
わ
れ
た（
一
部
の

改
定
は
6
月
施
行
）。今
次
改
定
で
は
、

地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
深
化
・
推

進
、自
立
支
援
・
重
度
化
防
止
、良
質
な

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
効
率
的
な
提
供
に

向
け
た
働
き
や
す
い
職
場
づ
く
り
、制

度
の
安
定
性
・
持
続
可
能
性
の
確
保

―
―
と
い
う
4
つ
の
柱
が
掲
げ
ら
れ

て
い
る
。全
体
で
1
・
59
％
の
プ
ラ
ス

改
定（
う
ち
介
護
職
員
の
処
遇
改
善
と

し
て
+
0
・
98
％
）で
あ
り
、こ
れ
ま
で

の
介
護
職
員
処
遇
改
善
加
算
の
一
本

化
に
よ
る
賃
上
げ
効
果
な
ど
も
併
せ

る
と
+
2
・
04
％
相
当
の
改
定
と
な
る
。

　

少
子
高
齢
化
と
人
口
減
少
が
進
む
状

況
下
で
、全
世
代
型
社
会
保
障
の
構
築

は
最
重
要
の
政
策
課
題
で
あ
り
、経
済

の
長
期
低
迷
が
続
く
中
、介
護
保
険
制

度
に
関
し
て
も
効
率
的
な
サ
ー
ビ
ス
提

供
と
質
の
向
上
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。

　

政
府
は
、少
子
化
対
策
の「
加
速
化

プ
ラ
ン
」を
2
0
2
8
年
度
ま
で
の
間

に
完
了
し
、介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業
者
の

経
営
情
報
の
さ
ら
な
る
見
え
る
化
、ロ

ボ
ッ
ト
・
I
C
T
の
活
用
、事
業
者
の

協
働
化
・
大
規
模
化
、介
護
サ
ー
ビ
ス

利
用
者
本
人
・
介
護
事
業
所
、自
治
体

等
が
介
護
情
報
を
電
子
的
に
共
有
で

き
る
情
報
基
盤
の
整
備
を
進
め
る
と

し
て
い
る
。大
い
に
期
待
し
た
い
。

　

ま
た
、介
護
保
険
制
度
に
お
い
て
初

め
て
導
入
さ
れ
た
ケ
ア
マ
ネ
ジ
メ
ン

ト
の
質
の
向
上
・
効
率
化
の
観
点
か
ら
、

給
付
の
あ
り
方
を
見
直
し
て
定
率
自

己
負
担
を
導
入
す
る
必
要
が
あ
る
ほ
か
、

サ
ー
ビ
ス
付
き
高
齢
者
向
け
住
宅
入

居
者
に
対
す
る
過
剰
な
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
提
供（
囲
い
込
み
）の
是
正
に
つ

い
て
も
積
極
的
に
取
り
組
む
こ
と
を

期
待
し
た
い
。

　

年
齢
に
関
わ
り
な
く
負
担
能
力
に

応
じ
て
支
え
合
う
と
い
う
観
点
か
ら
、

マ
イ
ナ
ン
バ
ー
制
度
に
よ
る
金
融
資

産
や
不
動
産
等
の
保
有
の
把
握
状
況

の
進
展
等
も
踏
ま
え
、「
一
定
以
上
所

得
2
割
負
担
」や「
現
役
並
み
所
得
者

の
3
割
負
担
」の
判
断
基
準
に
つ
い
て

も
見
直
す
必
要
が
あ
る
。

　

そ
の
場
合
、長
期
間
継
続
し
て
利
用

さ
れ
る
こ
と
の
多
い
介
護
サ
ー
ビ
ス

に
つ
い
て
は
、高
額
医
療
・
高
額
介
護

合
算
療
養
費
制
度
に
よ
る
負
担
上
限

額
の
設
定
と
運
用
に
留
意
し
て
検
討

を
深
め
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

　

さ
ら
に
高
齢
者
を
中
心
と
し
て
単

身
世
帯
等
の
急
増
が
確
実
に
見
込
ま

れ
る
中
、住
ま
い
の
確
保
、社
会
参
加

促
進
や
日
常
生
活
支
援
、死
後
事
務
の

処
理
に
至
る
ま
で
、広
く
高
齢
者
の
生

活
を
支
え
て
い
く
支
援
の
あ
り
方
に

つ
い
て
の
検
討
も
期
待
し
た
い
。
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